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１
．
は
じ
め
に

２
０
０
０
年
３
月
の
鉄
道
需
給
調
整
規
制

撤
廃
か
ら
08
年
５
月
ま
で
に
廃
止
さ
れ
た
鉄
軌

道
は
29
路
線（

１
（

、約
６
０
５
㎞
に
上
っ
て
い
る（
以

下
で
は
鉄
道
と
軌
道
を
合
わ
せ
て
鉄
道
と
表
記

す
る
）。東
京
か
ら
兵
庫
県
の
明
石
ま
で
に
相

当
す
る
鉄
路
が
、わ
ず
か
８
年
間
で
消
え
て
い
っ

た
こ
と
に
な
る
。地
方
の
鉄
道
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
が
、鉄
道
に
は
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
中
心
と
し
て
の
大
き

な
役
割
が
あ
る
。本
稿
で
は
、
地
方
の
鉄
道
と

ま
ち
づ
く
り
の
現
状
を
概
観
し
た
上
で
、
地
方

の
鉄
道
の
社
会
的
価
値
に
つ
い
て
考
え
、そ
の

維
持
や
活
性
化
に
向
け
た
方
策
を
論
じ
た
い
。

２
．
地
方
の
鉄
道
と
ま
ち
づ
く
り
の
現
状

わ
が
国
で
は
社
会
の
自
動
車
依
存
化
が

着
実
に
進
行
し
て
い
る
。
１
９
６
０
年
に
約

14
・
５
台
で
あ
っ
た
国
民
１
０
０
０
人
あ
た

り
の
自
動
車
台
数
は
、
70
年
に
１
６
９
・
５

台
、
80
年
に
３
２
３
・
４
台
、
90
年
に

４
６
６
・
８
台
、
２
０
０
０
年
に
５
７
２
・
４

台
と
な
り
、
05
年
に
は
５
９
２
・
４
台
に
達

し
た
。
人
キ
ロ
で
見
た
自
家
用
乗
用
車
の
国

内
旅
客
輸
送
分
担
率
は
50
％
を
越
え
、
鉄
道

の
そ
れ
は
30
％
以
下
と
な
っ
て
い
る
。　

こ
の
よ
う
な
中
、
少
子
化
の
進
展
も
あ
っ

て
、
地
方
の
鉄
道
の
経
営
環
境
は
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
。２
０
０
５
年
度
に
お
い
て
、

わ
が
国
で
地
方
鉄
道
を
運
営
す
る
事
業
者（

２
（

の

う
ち
、
約
６
割
が
輸
送
密
度
３
０
０
０
人

未
満
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
営
業
損
益
が
黒

字
の
事
業
者
は
約
7
％
で
あ
り
、
輸
送
密
度

３
０
０
０
人
以
上
（
約
65
％
が
黒
字
）
と
の

違
い
が
顕
著
で
あ
る（

３
（

。
ま
た
、
旧
近
畿
日
本

鉄
道
伊
賀
線
や
養
老
線
、
旧
南
海
電
気
鉄
道

貴
志
川
線
（
現
在
は
順
に
伊
賀
鉄
道
、
養
老

鉄
道
、
和
歌
山
電
鐵
）
の
よ
う
に
、
大
手
民

営
鉄
道
の
末
端
区
間
の
中
に
も
、
厳
し
い
環

境
に
置
か
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

社
会
の
自
動
車
依
存
化
と
同
時
に
進
行
し

て
き
た
の
が
、
都
市
の
郊
外
拡
散
で
あ
る
。

多
く
の
地
方
都
市
で
は
駅
前
な
ど
に
形
成
さ

れ
た
既
存
の
市
街
地
が
衰
退
す
る
一
方
、
自

動
車
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
性
に
優
れ
た
郊
外
の

ロ
ー
ド
サ
イ
ド
型
商
業
集
積
が
厚
み
を
増

し
、
居
住
機
能
、
業
務
機
能
、
行
政
機
能
、

大
学
機
能
、
医
療
福
祉
機
能
と
い
っ
た
様
々

な
都
市
機
能
も
郊
外
へ
と
移
転
し
た
。
都
市

圏
人
口
55
万
人
を
数
え
る
和
歌
山
市
の
中
心

商
店
街
で
す
ら
、
日
曜
日
の
正
午
過
ぎ
と
い

う
絶
好
の
買
い
物
タ
イ
ム
に
し
て
、
写
真
の

よ
う
な
有
様
で
あ
る
。
中
小
企
業
庁
の
全
国

調
査
に
よ
る
と
、「
衰
退
し
て
い
る
」「
停
滞
し

て
い
る
が
衰
退
す
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
答
え

た
商
店
街
は
70
・
3
％
に
上（

４
（

る
。

３
．
地
方
の
鉄
道
の
社
会
的
価
値

こ
の
よ
う
に
、
需
要
の
小
さ
な
地
方
の
鉄

道
は
採
算
が
取
り
に
く
く
、
駅
前
な
ど
に
広

が
る
市
街
地
も
閑
散
と
し
た
状
況
で
あ
る
。

採
算
の
取
れ
な
い
鉄
道
や
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
な

ど
不
要
で
は
な
い
か
、
と
の
早
ま
っ
た
結
論

も
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
果
た
す
役
割
と
い

う
観
点
か
ら
地
方
の
鉄
道
や
市
街
地
の
価
値

を
評
価
す
る
な
ら
ば
、
結
論
は
全
く
違
っ
た

も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

「
持
続
可
能
な
地
域
」
に
は
様
々
な
定
義

が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
宇（

５
（沢

に
倣
い
、

自
然
環
境
の
保
全
と
社
会
環
境
の
安
定
的
維

持
、
経
済
発
展
の
３
つ
を
鼎て

い

立
さ
せ
る
地
域

で
あ
る
と
考
え
た
い
。
そ
の
上
で
自
動
車
に

地
方
鉄
道
と
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
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地
方
鉄
道
が
次
々
と
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

存
続
か
廃
止
か
、
揺
れ
る
最
中
の
鉄
道
も
少
な
く
な
い
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
地
域
と
鉄
道
事
業
者
が
一
体
と
な
り
、

新
た
な
﹁
鉄
道
が
走
る
ま
ち
づ
く
り
﹂
に
取
り
組
む
事
例
も
あ
る
。

鉄
道
は
な
ぜ
必
要
な
の
か―
―

鉄
道
の
そ
の
存
在
価
値
と
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
。
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依
存
し
た
拡
散
型
ま
ち
づ
く
り
の
持
続
可
能

性
を
、
ま
ず
環
境
面
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す
る
政

府
間
パ
ネ
ル
）
に
よ
る
と
、
最
近
12
年
間

（
１
９
９
５

－

２
０
０
６
）の
う
ち
11
年
間
は
、

１
８
５
０
年
か
ら
現
在
ま
で
の
間
で
最
も
暖

か
か
っ
た
。
ま
た
、
20
世
紀
半
ば
以
降
に
観

測
さ
れ
た
世
界
平
均
気
温
の
上
昇
の
大
部
分

は
人
間
活
動
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
大
気

中
濃
度
の
増
加
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
可

能
性
が
非
常
に
高
い（
90
％
以
上（

６
（

）。地
球
温

暖
化
は
生
態
系
に
も
わ
れ
わ
れ
人
間
の
生
活

に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
。例
え
ば
海
水

温
度
の
上
昇
は
１
９
９
０
年
代
半
ば
以
降
の

ハ
リ
ケ
ー
ン
発
生
件
数
を
40
％
増
加
さ（

７
（せ

、

異
常
気
象
に
よ
る
２
０
０
０
年
の
死
者
数
は

15
万
人
に
達
し
、こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
30

年
後
に
は
死
者
が
倍
増
す
る
恐
れ
が
あ（

８
（る

。

ま
た
、
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
は
、
地
球
温
暖

化
が
水
や
食
料
を
め
ぐ
る
対
立
や
、
数
百
万

人
規
模
の
環
境
難
民
の
発
生
と
移
住
先
で

の
紛
争
等
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
安
全
保
障

上
の
大
き
な
リ
ス
ク
に
も
な
り
、
そ
の
経
済

的
な
コ
ス
ト
は
世
界
全
体
の
国
内
総
生
産
の

20
％
に
上
る
と
し
て
い（

９
（る

。

こ
の
よ
う
な
気
候
変
動
に
自
動
車
依
存
型

の
社
会
構
造
は
大
き
く
関
与
し
て
い
る
。
わ

が
国
が
排
出
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
約
95
・

１
％
ま
で
も
が
二
酸
化
炭
素
で
あ

（
（（
（

り
、
そ
の

う
ち
実
に
17
・
４
％
が
自
動
車
由
来
と
な
っ

て
い
る
（
05
年
度
）。
都
市
の
人
口
密
度
と

１
人
あ
た
り
ガ
ソ
リ
ン
消
費
量
と
の
間
に
は

負
の
相
関
関
係
が
あ
り
、
都
市
が
低
密
に
拡

散
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
環
境
へ
の
負
荷
は
大
き

く
な
る
。
世
界
人
口
の
約（

（（
（

４
・
６
％
を
占
め

る
に
過
ぎ
な
い
米
国
が
、
世
界
の
交
通
エ
ネ

ル
ギ
ー
総
量
の
約
32
・
３
％
を
使

（
（（
（

用
し
、
交

通
か
ら
の
二
酸
化
炭
素
発
生
量
で
見
て
も
世

界
の
約
35
・
５
％（
02
年
）を
占（

（₃
（

め
て
い
る
こ

と
か
ら
考
え
て
も
、
自
動
車
依
存
型
の
社
会

が
環
境
面
か
ら
見
て
決
し
て
持
続
可
能
と
は

言
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
バ
イ
オ

燃
（
（₄
（

料
の
普
及
促
進
等
の
自
動
車
単
体
対
策
や

交
通
流
対
策
等
も
大
事
で
あ
る
が
、
人
キ
ロ

や
ト
ン
キ
ロ
あ
た
り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

が
少
な
い
鉄
道
の
利
用
促
進
も
同
様
に
重
要

で
あ
る
。

次
に
社
会
面
か
ら
見
て
み
よ
う
。
わ
が
国

の
自
動
車
１
億
走
行
キ
ロ
あ
た
り
の
死
傷
者

数
は
、
06
年
現
在
で
１
４
４
・
８
人
で
あ
り
、

91
年
の
１
２
５
人
を
谷
と
し
て
増
加
傾
向
に

あ
（
（₅
（

る
。
鉄
道
の
１
億
人
キ
ロ
あ
た
り
死
傷
者

数
は
０
・
20
人
（
06
年
度
）
で
あ

（
（₆
（

り
、
自
動

車
と
の
安
全
性
の
差
は
明
白
で
あ
る
。

交
通
安
全
面
で
近
年
社
会
問
題
化
し
て
い

る
の
が
、
高
齢
者
が
引
き
起
こ
す
事
故
件
数

の
激
増
（
こ
こ
15
年
間
で
３
倍
以
上
）
で
あ

る
。
免
許
保
有
者
10
万
人
あ
た
り
の
交
通
事

故
・
死
亡
事
故
（
第
一
当
事
者
）
件
数
を
年

齢
層
別
に
見
る
と
（
図
１
）、
運
転
中
に
死

亡
事
故
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
は
65
歳
以
上

で
急
に
増
え
る
。
こ
の
図
に
は
出
て
い
な
い

が
、
70
歳
以
上
の
免
許
保
有
者
10
万
人
あ
た

り
の
死
亡
事
故
件
数
は
11
・
11
件
に
も
な
っ

て
く
る
。
16
～
24
歳
の
10
万
人
あ
た
り
死
亡

事
故
件
数
も
非
常
に
多
い
。
運
転
免
許
を
保

有
す
る
認
知
症
高
齢
者
は
約
30
万
人
に
達
し

て
い

（
（₇
（

る
。
80
～
90
年
の
人
生
の
う
ち
、
比
較

的
安
心
し
て
運
転
で
き
る
期
間
は
せ
い
ぜ
い

40
年
ほ
ど
な
の
で
あ
る
。
生
活
の
質
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
も
、
各
交
通
手
段
の
安
全
性

を
高
め
る
努
力
と
と
も
に
、
よ
り
安
全
な
手

段
で
あ
る
鉄
道
の
利
用
へ
と
誘
導
す
る
取
り

組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
。

運
動
不
足
に
よ
る
健
康
問
題
へ
の
対
策
と

し
て
も
、
鉄
道
利
用
の
促
進
は
有
効
で
あ
る
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
の
た
め
に
は
週
23
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
「
活

発
な
身
体
活
動
」
を
行
う
こ
と
が
推
奨
さ（

（₈
（

れ

る
。
例
え
ば
通
勤
手
段
を
自
動
車
か
ら
鉄
道

に
変
え
、
駅
ま
で
小
気
味
良
い
速
度
で
往
復

30
分
歩
け
ば
、
週
５
日
の
通
勤
で
３
×
５
＝

15
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
運
動
に
な
る
。
こ
れ
は

平
泳
ぎ
を
１
時
間
半
行
う
の
と
同
等
の
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
で
あ
る
。
水
泳
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
時
間
を
つ
く
る
の
は
意
外

に
難
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
通
勤
中
に
駅
ま

基調報告 26

北ぶらくり商店街。かつてこの中心商店街には路面電車が通じ、遠方からも
多数の買物客を集めた。

和歌山市の中心商店街の状況
（2008 年 4 月の日曜日の正午過ぎ）

中心市街地活性化の目玉として開店した大型商業施設内。
鳴り物入りで開店したはずが…。

図 1　年齢層別免許保有者10万人あたり交通事故・死亡事故件数（第一当事者 )
（出典：警察庁交通局「平成19年中の交通事故の発生状況」より作成）
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で
の
徒
歩
や
自
転
車
で
の
移
動
を
組
み
入
れ

て
し
ま
え
ば
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

運
動
を
比
較
的
無
理
な
く
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
私
事
で
恐
縮
だ
が
、
筆
者
の

妻
も
こ
の
４
月
か
ら
通
勤
手
段
を
自
転
車
と

鉄
道
の
組
み
合
わ
せ
に
変
更
し
た
。
こ
の
通

勤
手
段
転
換
の
決
め
手
に
な
っ
た
の
が
、
自

動
車
通
勤
と
鉄
道
＋
自
転
車
通
勤
の
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
量
を
比
較
し
た
結
果
、「
自
動
車
を
や

め
れ
ば
こ
れ
だ
け
健
康
的
な
生
活
を
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
」
と
彼
女
自
身
が

気
づ
い
た
こ
と
と
、
職
場
の
同
僚
が
健
康
づ

く
り
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
毎
時

２
本
程
度
の
鉄
道
便
数
が
確
保
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
鉄
道
や
徒
歩
、
自
転
車
で

移
動
す
れ
ば
、
時
間
が
ゆ
っ
く
り
流
れ
、
そ

の
分
、
発
見
や
感
動
も
多
く
な
る
。
楽
し
み

な
が
ら
適
度
な
運
動
を
行
え
ば
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・

キ
ラ
ー
細
胞
（
免
疫
力
）
が
活
性

化
し
、
ウ
イ
ル
ス
性
疾
病
や
ガ
ン

の
芽
を
摘
み
取
っ
て
も
く（

（（
（

れ
る
。

人
々
が
健
康
に
な
れ
ば
医
療
費
が

削
減
さ
れ
る
。
本
人
に
と
っ
て
は

も
ち
ろ
ん
、
国
に
と
っ
て
も
職
場

に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い

だ
ろ
う
。

地
域
へ
の
帰
属
意
識
が
希
薄
に

な
り
が
ち
な
今
日
、
駅
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
再
生
の
中
心
に
な
り
得
る

と
い
う
視
点
も
重
要
で
あ
る
。
ま

た
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ

る
が
、
鉄
道
が
夢
多
き
若
者
た
ち

の
通
学
を
支
え
て
い
る
点
に
も
留

意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
経
済
面
か
ら
考
え
て
み

よ
う
。
先
に
述
べ
た
よ
う
な
自
動

車
依
存
の
進
展
と
都
市
拡
散
の
同

時
進
行
は
、
行
政
コ
ス
ト
の
増
加

と
い
っ
た
経
済
的
問
題
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
例
え
ば
青
森
市
で
は
、

１
９
７
０
年
か
ら
２
０
０
０
年
に

か
け
て
市
街
地
中
心
部
か
ら
郊
外

に
1
万
３
０
０
０
人
が
流
出
し
、
そ
の
受
け

入
れ
の
た
め
の
道
路
や
下
水
道
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
等
で
約
３
５
０
億
円
の
行
政
費
用

を
要
し
た
ほ
か
、
市
街
地
拡
散
に
よ
る
道
路

延
長
の
増
加
が
多
額
の
除
雪
費
負
担
を
も
た

ら
し
た
と
い

（
（（
（

う
。
富
山
市
も
、
人
口
密
度
の

低
下
に
よ
り
、
住
民
１
人
あ
た
り
の
都
市
施

設
の
維
持
・
更
新
費
用
が
加
速
度
的
に
増
加

す
る
と
の
試
算
結
果
を
出
し
て
い（

（（
（

る
。
富
山

市
が
鉄
道
を
軸
と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

化
を
進
め
、
伊
賀
市
が
上
野
市
駅
周
辺
へ
の

都
市
機
能
集
積
を
計
画
し
て
い
る
よ
う
に
、

今
後
は
鉄
道
を
持
続
可
能
型
ま
ち
づ
く
り
の

中
心
に
据
え
た
取
り
組
み
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
。
自
動
車
依
存
型
都
市
は
空
間
浪
費
型

都
市
で
も
あ
る
。
鉄
道
を
中
心
に
据
え
た
ま

ち
づ
く
り
を
行
え
ば
都
市
空
間
に
余
裕
が
生

ま
れ
、
都
市
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が
っ
て
く

る
。ア
ス
フ
ァ
ル
ト
砂
漠
と
化
し
た
庭
や
キ
ャ

ン
パ
ス
な
ど
の
空
間
を
自
動
車
か
ら
取
り
戻

そ
う
で
は
な
い
か
。
家
計
に
と
っ
て
も
、
稼

働
率
の
低
い
自
動
車
を
２
台
、
３
台
と
買
う

よ
り
も
、
１
台
の
自
動
車
と
公
共
交
通
を
う

ま
く
組
み
合
わ
せ
て
生
活
す
る
ほ
う
が
結
局

安
上
が
り
に
な
る
場
合
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ

の
ほ
か
に
も
、
沿
道
の
渋
滞
を
緩
和
す
る
効

果
な
ど
、
採
算
性
で
は
計
測
で
き
な
い
経
済

的
価
値
は
い
く
つ
も
あ
る
。

 ４
．�

地
方
の
鉄
道
の
維
持
・
活
性
化
に

向
け
て

 　以
上
で
述
べ
た
よ
う
に
、
鉄
道
の
社
会
的

な
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。
地
方
の
鉄
道
の

維
持
・
活
性
化
に
向
け
た
方
策
は
い
く
つ
も

考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
社
会
的
価
値
に

関
連
す
る
２
点
に
絞
っ
て
論
じ
た
い
。

ま
ず
、
社
会
的
価
値
を
分
か
り
や
す
く
か

つ
徹
底
的
に
伝
え
る
努
力
の
大
切
さ
で
あ

る
。
鉄
道
が「
空
気
の
よ
う
な
存
在
」に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
地
域
も
多
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
社
会
的
価
値
の
伝
え
方
に
は
様
々

通学の時間帯は高校生であふれる伊賀鉄道の伊賀神戸駅。
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な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
万
葉
線
、
え
ち
ぜ

ん
鉄
道
、
和
歌
山
電
鐵
の
よ
う
に
、
社
会
的

費
用
便
益
分
析
が
鉄
道
存
続
の
一
要
因
と

な
っ
た
事
例
も
あ
る
。
ま
た
、
伊
賀
市
が
住

民
や
事
業
所
を
対
象
と
し
た
多
彩
な
モ
ビ
リ

テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｍ
Ｍ
）
を
実
施
あ

る
い
は
計
画
中
で
あ
る
よ
う
に
、
地
域
の
民

産
官
学
と
連
携
す
る
な
ど
し
て
Ｍ
Ｍ
を
展
開

す
る
の
も
ひ
と
つ
の
有
効
な
方
法
と
な
る
だ

ろ
う
。
Ｍ
Ｍ
の
よ
う
な
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
型
あ

る
い
は
双
方
向
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
本
格
実
施
し
よ
う
と
す
れ
ば
相
当
の
手
間

と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
要
す
る
が
、
同
じ
エ
リ
ア
の

公
共
交
通
事
業
者
が
協
力
し
て
取
り
組
ん
だ

り
、
地
域
の
大
学
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
協
力
す
る

こ
と
で
、
労
力
が
軽
減
さ
れ
る
だ
け
で
は
な

く
、
複
数
事
業
者
の
情
報
を
一
覧
で
き
る
時

刻
表
や
路
線
図
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
り
、

鉄
道
と
地
域
の
魅
力
を
同
時
に
提
示
で
き
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
で
き
た
り
と
い
っ
た

効
果
も
期
待
で
き
る
。
日
本
民
営
鉄
道
協
会

の「﹃
私
と
み
ん
て
つ
﹄小
学
生
新
聞
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
よ
う
な
、
学
校
教
育
と
の
連
携
に
よ

る
Ｍ
Ｍ
に
も
期
待
し
た
い
。
沿
線
自
治
体
の

長
期
計
画
や
交
通
計
画
の
中
に
、
持
続
可
能

型
都
市
形
成
と
絡
め
る
形
で
鉄
道
の
活
用
を

盛
り
込
み
、
交
通
・
環
境
・
健
康
・
福
祉
・

ま
ち
づ
く
り
・
教
育
等
の
政
策
間
連
携
を
強

化
し
な
が
ら
永
続
的
に
取
り
組
む
、
と
い
っ

た
仕
組
み
を
構
築
で
き
れ
ば
最
高
で
あ
る
。

社
会
的
価
値
の
伝
え
方
に
お
い
て
は
、
和

歌
山
電
鐵
の
手
法
が
大
変
参
考
に
な
る
。
06

年
度
に
輸
送
人
員
で
前
年
度
比
１
１
０
％

と
い
う
Ｖ
字
型
回
復
を
遂
げ
、
07
年
度
も
同

１
０
０
・
２
％
と
好
調
な
和
歌
山
電
鐵
貴
志

川
線
の
勢
い
の
源
泉
の
ひ
と
つ
に
、「
い
ち
ご

電
車
」
や
「
お
も
ち
ゃ
電
車
」、
猫
の
ス
ー

パ
ー
駅
長
「
た
ま
」
な
ど
に
よ
る
話
題
づ
く

り
の
巧
み
さ
が
あ
る
。「
た
ま
」
の
人
気
は
凄

ま
じ
く
、
つ
い
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
女
性
監
督

が
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
の
撮
影
に
訪
れ

た
ほ
ど
で
あ
る
。
和
歌
山
電
鐵
で
は
こ
の
他

に
も
沿
線
住
民
な
ど
が
参
加
す
る
「
貴
志
川

線
運
営
委
員
会
」
の
定
期
開
催
、
同
線
活
性

化
に
貢
献
し
た
団
体
に
対
す
る
表
彰
、
パ
ー

ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
用
の
駐
車
場
の
設
置

な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
て
お
り
、

地
域
住
民
や
自
治
体
も
様
々
な
活
動
を
活
発

に
展
開
し
て
い
る
。
今
や
沿
線
に
「
い
ち
ご

電
車
」
を
知
ら
な
い
園
児
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

園
児
に
限
ら
ず
、
貴
志
川
線
を
「
か
わ
い
い
」

「
乗
り
た
い
」「
守
り
た
い
」
と
思
う
人
が
ど

れ
だ
け
増
え
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
和
歌
山
電

鐵
は
「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
と
貴
志
川

線
の
役
割
」
と
い
っ
た
よ
う
な
大
上
段
に
構

え
た
伝
え
方
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

「
た
ま
」
や
「
お
も
ち
ゃ
電
車
」
に
惹
か
れ
て

貴
志
川
線
に
関
わ
る
中
で
、
そ
の
本
当
の
社

会
的
価
値
が
見
え
て
き
た
、
と
い
う
地
域
住

民
も
多
か
ろ
う
。

次
に
、
鉄
道
の
社
会
的
価
値
に
応
じ
た

公
共
投
資
の
拡
大
で
あ
る
。
わ
が
国
の
鉄
道

整
備
財
源
は
、
08
年
度
予
算
に
お
け
る
国
の

公
共
事
業
費
約
６
・
７
兆
円
の
う
ち
の
お
よ

そ
１
０
９
６
億
円
で
あ
り
、
比
率
に
し
て
約

1
・
６
％
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
道

路
整
備
に
は
１
兆
４
８
０
０
億
円
あ
ま
り
、

率
に
し
て
約
22
・
0
％
も
の
予
算
が
つ
い
て

い
る
。
鉄
道
は
05
年
度
に
お
い
て
も
国
内
旅

客
輸
送
の
27
・
７
％
（
人
キ
ロ
ベ
ー
ス
）
を

分
担
し
て
お
り
、
地
球
環
境
な
ど
へ
の
貢
献

も
考
え
れ
ば
、
1
・
６
％
と
い
う
比
率
は
あ

ま
り
に
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。
全
国
で
05

年
度
に
執
行
さ
れ
た
道
路
事
業
費
は
、
国

と
地
方
公
共
団
体
の
負
担
に
な
る
も
の
が
約

７
兆
５
０
０
０
億
円
で
あ
り
、
こ
れ
に
農
道
・

林
道
の
事
業
費
や
、
各
高
速
道
路
会
社
の

事
業
費
等
を
加
え
れ
ば
さ
ら
に
大
き
な
額
と

な
る
。
わ
が
国
の
道
路
整
備
水
準
は
、
可
住

地
面
積
あ
た
り
の
距
離
で
断
ト
ツ
の
世
界
一
、

人
口
あ
た
り
の
距
離
で
も
ド
イ
ツ
、イ
タ
リ
ア
、

英
国
と
同
等
以
上
の
水
準
に
あ
り
、
主
要
道

路
の
舗
装
率
や
国
道
の
４
車
線
化
率
で
も
先

進
国
に
相
応
し
い
水
準
に
達
し
て
い
る
。
8

年
間
で
６
０
５
㎞
も
の
鉄
路
が
消
え
、
中
小

民
鉄
や
大
手
事
業
者
の
支
線
が
不
採
算
に
苦

し
む
中
で
、
農
道･

林
道
は
05
年
８
月
ま
で

の
わ
ず
か
１
年
間
だ
け
で
約
１
５
６
０
㎞（
幅

員
４
ｍ
以
上
に
限
っ
て
も
約
８
１
０
㎞
）
延

び
て
お（

（（
（

り
、
そ
の
整
備
に
要
し
た
費
用
は
数

千
億
円
規
模
と
推
測
さ
れ
る
。
地
方
で
は「
公

共
交
通
が
環
境
や
健
康
に
や
さ
し
い
こ
と
は

わ
か
る
し
、
利
用
し
た
い
の
は
や
ま
や
ま
な

の
だ
が
、
こ
う
も
便
数
が
少
な
く
運
賃
も
高

く
て
は
⋮
」「
新
し
く
で
き
た
商
業
施
設
の
前

な
ど
、欲
し
い
と
こ
ろ
に
駅
が
な
い
」
と
い
っ

た
声
を
よ
く
聞
く
。
伊
賀
鉄
道
も
郊
外
の
大

規
模
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
前
を
素
通

り
し
て
い
る
。
鉄
道
の
安
全
性
や
利
便
性
を

さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
も
、
鉄
道
の
社
会
的

価
値
の
大
き
さ
に
応
じ
て
、
財
源
の
配
分
先

を
抜
本
的
に
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

５
．
お
わ
り
に

国
の
宝
を
国
宝
と
い
い
、
家
の
宝
は
家
宝

と
さ
れ
る
。
地
域
の
宝
は
「
地
宝
」
で
あ
る
。

環
境
・
社
会
・
経
済
の
鼎
立
す
る
持
続
可
能

型
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
と
な
り
う
る
地
方
の

鉄
道
は
、
ま
さ
に
「
地
宝
」
だ
と
言
え
よ
う
。

地
域
の
宝
で
あ
る
鉄
道
は
、
愛
さ
れ
る
こ
と

で
輝
き
を
増
し
、
そ
の
光
は
必
ず
地
域
の
未

来
を
明
る
く
照
ら
す
は
ず
で
あ
る
。
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